
令和８年 ７月号 

ペアレント・トレーニング 
夏休みもはじまりましたね。 

今回のテーマは「お手伝いで育つ力」です。 

この夏休みにお子様にお手伝いをお願いし、親子の時間を作ってはいかがですか？ 

お手伝いで育つ力 

① 「自分で出来た」成功体験が増え「自信」や「自己肯定感」が育つ。 

② 「生活スキルが身につく」片づけ、準備など必要な力が身につき自立を促す。 

③ 「運動能力や協調性が育つ」体を使うお手伝いは手先の器用さバランス感覚の発達につながる。 

④ 「考える力や判断力が育つ」「どうやったらうまくできるかな？」と考える経験が問題解決、判断力

を育てる。 

⑤ 「家族との絆を深める」一緒に取り組む時間が安心感や信頼感を深め、親子のコミュニケーション

を豊かにする。 

⑥ 「社会性や思いやりの心が育つ」誰かの役に立つ喜びを感じることで、思いやり、責任感が育つ。 

 

お手伝いの例                  

●玄関の靴をそろえる。     ●郵便受けから郵便物や新聞紙を取ってくる。 

●テーブルを拭く。       ●お皿、お箸を並べる。 

●食器や、お弁当箱を水につける。●野菜を洗う。 

●植物の水やり。        ●洗濯物を干す、たたむ。 

簡単な物から始めましょう。 

NG ことば 

●「はやくしなさい」（命令） ●「～の方が上手」（比較） 

●「もっときれいに」（ダメだし）●「なんでできないの」（否定） 

OKことば 

●「ありがとう」「うれしい」「助かる」（感謝） 

●「コップがピカピカになってる！」（具体的に褒める） 

●「どうしてできるの？」（驚き、賞賛） 

                     

１人で頑張らせるのではなく、親子のコミュニケーションの時間として一緒に楽し

めるといいですね。 


